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（５） 質問者議員 駄場中 大 介 

 

件名１ 住民の暮らしに寄り添って。 

要旨１ 南海バス撤退・減便後の市民生活を守るべき。 

(1) 全てのバス停は存続したが、市民は何に困っているのか。 

(2) 低所得者に対する補助制度とモックルチケットの存続を。 

(3) 社会福祉法人に対して移動支援のお願いを募っているのか。進捗は。 

(4) モックルバス利用率が４００％超えの便もある。詳細な調査を行い、南

海バスの余剰力で臨時モックルバスを走らせられないか。 

要旨２ 多世代が集う公園に。 

(1) 公園の設置目的を聞く。 

(2) 南花台中央公園に続き、寺ケ池公園駐車場も有料化を検討しているのか。

市民の願いとかけ離れ、目的外利用を助長する有料化はすべきではない。 

 要旨３ 多文化共生社会を。 

(1) 外国人の増加実態と将来予測は。 

(2) 学校に初期指導教室や礼拝室の準備を。 

(3) 学校でも地域でも相手方の文化を学ぶ機会をつくり多文化共生社会を。 

 

件名２ 不透明な土地取引や議会議決が無視される市政運営は許されない。 

要旨１ １２月議会初日に審議された赤峰産業用地の案件について、議決前の予算

執行が明らかになった。 

(1) 伐採を始めた日時は。 

(2) 地方自治法第９６条違反にあたるのではないか。 

 要旨２ 旧保健センター跡地について、条例を無視して土地を交換する理由を聞く。 

 要旨３ １１月６日の不動産評価審議会で承認を得られなかった理由と、１１月６

日、２１日の審議会で市側が示した評価額を聞く。 

 要旨４ 事業を担保する、リスクマネジメントについてお聞きします。 

答弁を要求する理事者 

       市長並びに関係理事者 


